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34万円

1,094万円

令
和
２
年
度

第
２・
３
次
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
対
策
事
業

議
会
で
要
望
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
策
に
つ
い
て
追
跡
調
査
。

要
望
内
容
は
、
大
河
１
５
２
号
・
１
５
４
号

に
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

議
会
議
会
か
ら
か
ら
町町
へ
の
へ
の
要
望
要
望

感染症拡大防止
非接触型体温測定器（高機能）の設置。

感染症対策施設改修事業

感染症対策として、
接触機会の減少
各施設の水道を自動水栓化へ。

認証感度が向上し
使いやすくなり、
小さな子ども（小
学校低学年）でも
検知されるように
なり助かりまし
た。

不特定多数の人が触っているので、自動水栓になり
触らなくても水が自動で出るので安心して使える。

兵
ひょう

頭
どう

絵
え

美
み

さん
（下中森）

岡岡
おかおか

戸戸
どど

 花花
はなはな

稟稟
りり

さんさん
（下中森）（下中森）

岡岡
おかおか

島島
じまじま

 朱朱
すす

美美
みみ

麗麗
れれ

さんさん
（舞木）（舞木）

感染症対策用品購入事業

触りたくなかったので自動水栓になってよかった。
小さい子も使えるようになった。
（いままでは蛇口をひねる時、手が届かなかった）

関関
せきせき

口口
ぐちぐち

 芽芽
めめ

唯唯
いい

さんさん
（17区）（17区）

関関
せきせき

矢矢
やや

 彩彩
ささ

希希
きき

さんさん
（17区）（17区）

小小
おお

澤澤
ざわざわ

 ゆき ゆきさんさん
（上五箇）（上五箇）

諏諏
すす

訪訪
わわ

 絢絢
あやあや

音音
ねね

さんさん
（17区）（17区）
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382万円

１億1,600万円

感染症対策施設改修事業

教育施設改修
網戸の設置
小学校、中学校の換気環境を向上。

学校情報機器整備事業

１人１台タブレット
GIGAスクール構想を前倒し購入。
今年度より小中学校で活用。

虫が入らなくなって虫が入らなくなって
助かりました。助かりました。

虫とかごみ等が入ら虫とかごみ等が入ら
なくなりました。なくなりました。

虫が入らなくなり、虫が入らなくなり、
いい感じに風が入りいい感じに風が入り
ます。ます。

室内にボールが入ら室内にボールが入ら
なくなった。なくなった。

レクの時、コミュニケーレクの時、コミュニケー
ションが増えた。ションが増えた。

他の人の意見がわかり、他の人の意見がわかり、
考え方の幅が広がった。考え方の幅が広がった。

髙髙
たかたか

𣘺𣘺
はしはし

 茉茉
まま

央央
おお

さんさん（福島）（福島）桐桐
きりきり

 仁仁
じんじん

之之
のの

介介
すけすけ

さんさん（舞木）（舞木） 江江
ええ

原原
はらはら

 未未
みみ

来来
きき

さんさん（瀬戸井）（瀬戸井） 吉吉
よしよし

澤澤
ざわざわ

 理理
りり

空空
くく

さんさん（福島）（福島）

三三
みみ

田田
たた

 航航
こうこう

大大
だいだい

さんさん（舞木）（舞木） 武武
たけたけ

田田
だだ

 侑侑
ゆうゆう

也也
やや

さんさん（舞木）（舞木）

千代田中学校千代田中学校
GIGAスクール担当GIGAスクール担当

 荒荒
あらあら

井井
いい

先生先生

学びに向かう力が向上し、生学びに向かう力が向上し、生
徒の発信力がついた。徒の発信力がついた。
生徒自らが情報を取りにいく生徒自らが情報を取りにいく
ようになり積極的になった。ようになり積極的になった。
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令和３年
６月定例会
６
３

６
９

（７日間）
 本　会　議 
３日　一般質問
４日・９日

議案審議他
 常任委員会 
７日　総務産業
　　　文教民生

問

人
材
派
遣
委
託
料

は
。

答

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
会
場
に
お
け
る
来
場
者

の
誘
導
・
受
付
の
た
め
の

委
託
費
用
で
、
一
日
あ
た

り
６
人
が
56
日
分
と
な
り
、

全
額
が
国
の
補
助
で
す
。

問

医
療
従
事
者
派
遣
委

託
料
は
。

答

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
す
る
医
師
延
べ
１
０

４
人
、看
護
師
延
べ
80
人
、

事
務
員
延
べ
51
人
分
の
委

託
費
用
で
合
計
７
０
０
万

円
と
な
り
、
全
額
が
国
の

補
助
で
す
。

主
な
質
疑

人
事
案
件

発
議

動
議

補
正
予
算

（
第
１
号
）専
決
処
分

補
正
予
算

（
第
２
号
）

　令和３年第２回議会定例
会が、６月３日から９日ま
での７日間の会期で開かれ、
令和３年度一般会計補正予
算や人事案件等上程され、
慎重に審議を行いました。

人
材
派
遣
費
用

国
が
全
額
補
助

千
代
田
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護
審
査
会

千
代
田
町
議
会
基
本

条
例
の
全
部
を
改
正

す
る
条
例

医
師
・
看
護
師
費
用

国
が
全
額
補
助

　

任
期
満
了
に
伴
う
千
代

田
町
情
報
公
開
・
個
人
情

報
保
護
審
査
会
の
委
員
の

委
嘱
に
つ
き
、
同
意
を
求

め
る
議
案
が
提
出
さ
れ
同

意
し
ま
し
た
。

岩い
わ

橋は
し  

逸い
つ

男お

氏
・
再
任

入い
り

谷た
に  

忠た
だ
し

氏
・
再
任

江え

原は
ら  

稔と
し

之ゆ
き

氏
・
再
任

　

平
成
25
年
に
制
定
さ
れ

た
同
条
例
に
災
害
時
の
議

会
対
応
を
追
加
し
、
議
会

の
最
高
規
範
性
を
更
に
高

め
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種

予
約
を
巡
り
、
議
員
動
議

が
出
さ
れ
、
小
林
議
員
が

陳
謝
し
ま
し
た
。

審議議案と議員の賛否（第２回定例会）
上程された議案・概要・結果

金
子
浩
二

橋
本
博
之

原
口　

剛

大
澤
成
樹

酒
巻
広
明

橋
本
和
之

大
谷
純
一

森　

雅
哉

川
田
延
明

髙
橋
祐
二

小
林
正
明

柿
沼

己

議決結果
（賛成：反対）

専決処分事項
◇千代田町税条例等の一部を改正する条例【地方税法の一部改正により千代田町
税条例において所要の改正を行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
◇千代田町都市計画条例の一部を改正する条例【地方税法の一部改正により千代
田町都市計画条例において所要の改正を行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）
◇令和２年度千代田町一般会計補正予算（第10号）【新型コロナウイルス感染症対
策事業及び新型コロナウイルスワクチン接種事業について年度内完了が見込めな
いことから、総計4,845万７千円について令和３年度へ繰り越しを行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

◇令和３年度千代田町一般会計補正予算（第１号）【令和３年度分の新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨時交付金の内示に伴い、新型コロナウイルス感染症
対策及び新型コロナウイルスワクチン接種事業などに１億3,628万円の追加を行
うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 承認（11:0）

令和３年度　補正予算
◇令和３年度千代田町一般会計補正予算（第２号）【新型コロナウイルス感染症
セーフティネット強化交付金の追加に伴い、子育て世帯生活支援金給付事業及び
総合保健福祉センター改修増築工事などに4,335万円の追加を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

◇令和３年度千代田町一般会計補正予算（第３号）【高齢者への新型コロナウイル
スワクチン接種を７月末までに完了させるという国の方針に基づき補助金が追加
交付されるため接種事業費に246万円の追加を行うもの】

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

人　事
◇千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意
【現委員の岩橋逸男氏を再任（赤岩地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）
◇千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意
【現委員の入谷忠氏を再任（新福寺地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）
◇千代田町情報公開・個人情報保護審査会の委員の委嘱の同意
【現委員の江原稔之氏を再任（下中森地区）任期２年】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 同意（11:0）
発　議
◇千代田町議会基本条例の全部を改正する条例【災害時の議会対応を新たに追加
するとともに、各条項の文言の整理を行うもの】 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（11:0）

※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します（〇は賛成、×は反対）
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大谷　純一 議員 P.６

① コロナワクチンの今後の見通しについて
② 学校教育の現状と今後の展望について

酒巻　広明 議員 P.８

①  多文化共生のまちづくりについて
②  町制40周年について

小林　正明 議員 P.10

①  ひとり親家庭への生活支援策について
② 福祉医療費支給対象拡大の考えは

森　　雅哉 議員 P.７

①  ふるさと納税の現状と取組み、今後の
施策について

橋本　博之 議員 P.９

①  第３次千代田町地球温暖化防止実行計
画について

橋本　和之 議員 P.11

① ５つのゼロ宣言の具体策について

８議員が登壇８議員が登壇

金子　浩二 議員 P.12

① コロナ禍での町の事業について
② 今後の行財政運営について

大澤　成樹 議員 P.13

① ヤングケアラーについて
② 緑化推進について

一 般 質 問
そこが聞きたいそこが聞きたい

一般質問とは議員一人の持ち時間が決められており、（千代田町は答弁も含め40分以内で
す。）その中で、町長や町行政機関の長に対し、町の施策等、考えや、報告、説明を求め、
または、質疑をすることです。議会だよりは、その内容を要約して報告します。
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外国人教師が
欠員になった理由は

大谷 純一議員
O Y A  J U N I C H I

【 教育長 】年度末に急遽退職したためです

問　

本
年
４
月
か
ら
５
月

末
ま
で
中
学
校
の
Ａ
Ｌ
Ｔ

（
外
国
人
）
教
師
が
欠
員

に
な
っ
て
い
る
が
。

教
育
長　

東
西
こ
ど
も
園

に
１
名
、
東
西
小
学
校
に

１
名
、
中
学
校
に
２
名
の

計
４
名
を
配
置
す
る
予
定

で
し
た
が
、
中
学
校
に
配

置
し
て
い
た
２
名
が
年
度

末
に
急
遽
退
職
し
た
こ
と

に
よ
り
欠
員
に
な
り
ま
し

た
。

問　

本
町
は
平
成
29
年
４

月
よ
り
小
学
校
が
英
語
特

例
校
の
指
定
を
受
け
て
い

る
が
、
成
果
は
出
て
い
る

の
か
。

教
育
長　

英
検
３
級
の
合

格
者
も
年
々
増
加
し
て
お

り
、
中
学
校
で
の
定
期
テ

ス
ト
や
単
元
テ
ス
ト
な
ど

に
よ
り
着
実
に
定
着
し
て

い
る
こ
と
が
確
認
で
き
て

い
ま
す
。

問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、

学
力
に
変
化
が
あ
っ
た
の

か
。

教
育
長　

小
学
校
で
は
令

和
元
年
度
と
令
和
二
年
度

の
国
語
と
算
数
の
結
果
は

全
国
を
や
や
上
回
る
結
果

と
な
っ
て
い
ま
す
。中
学

校
３
年
生
は
県
平
均
を
上

回
る
結
果
と
な
っ
て
い
ま

す
。

問　

第
１
回
目
の
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
は
何
人
分
あ
っ

た
の
か
、
ま
た
本
町
の
65

歳
以
上
の
高
齢
者
は
何
人

い
る
の
か
。

健
康
子
ど
も
課
長　

１
，

１
２
０
人
分
と
対
象
者
は

約
３
，６
０
０
人
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
受

付
対
応
に
つ
き
ま
し
て
は
、

多
く
の
町
民
の
皆
様
に
効

率
性
や
公
平
性
の
観
点
な

ど
か
ら
も
厳
し
い
お
し
か

り
や
ご
指
摘
を
受
け
、
大

変
地
域
の
皆
様
方
に
ご
不

便
と
ご
心
配
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
改
め
て
深
く
お

わ
び
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
は
何
人
分

あ
っ
た
の
か

【
健
康
子
ど
も
課
長
】　 

１
，１
２
０
人
分
で
す

新しく学校に赴任したニコラス先生とカリーム先生

つぶやき

予定にない保健セン
ター窓口を開いてワク
チン受付をした事は町
民に混乱を招いた。今
後は公平な行政運営
を。
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ふるさと納税の状況は

【 企画財政課長 】寄附金額は２億7,521万円でした

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
加

盟
状
況
と
寄
附
金
額
は
。

企
画
財
政
課
長　

町
内
業

者
は
18
社
が
参
加
し
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
度

の
寄
附
金
額
は
２
億
７
，

５
２
１
万
円
で
し
た
。
返

礼
品
で
一
番
選
ば
れ
て
い

る
の
は
サ
ン
ト
リ
ー
製
品

で
す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
の
返

礼
品
を
送
る
時
に
町
の
チ

ラ
シ
を
同
封
す
る
と
Ｐ
Ｒ

に
な
る
と
思
う
が
。

企
画
財
政
課
長　

他
の
自

治
体
で
同
様
の
事
例
が
あ

る
の
で
、
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

サ
ン
ト
リ
ー
製
品
は

近
隣
の
町
で
も
返
礼
品
と

し
て
扱
え
る
の
か
。

企
画
財
政
課
長　

邑
楽
郡

５
町
と
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
ー

ル
㈱
の
連
携
包
括
協
定
を

根
拠
と
し
、
平
成
31
年
の

総
務
省
告
示
規
定
に
基
づ

き
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

問　

広※

域
連
携
ガ
バ
メ
ン

ト
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ

ン
グ
や
ふ
る
さ
と
応
援
寄

附
金
等
に
よ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等

指
定
寄
附
事
業
へ
の
参
加

は
。

企
画
財
政
課
長　

活
用
で

き
そ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
れ
ば
検
討
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問　

町
内
の
橋
に
自
分
の

名
前
を
つ
け
た
り
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
を
ふ
る
さ
と
納
税

で
行
う
こ
と
は
ど
う
か
。

企
画
財
政
課
長　

ふ
る
さ

と
納
税
か
、
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
で
募

集
す
る
か
、
案
件
ご
と
に

判
断
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

問　

ふ
る
さ
と
納
税
に
参

加
さ
れ
て
い
な
い
事
業
者

へ
の
呼
び
か
け
は
。

企
画
財
政
課
長　

新
規
事

業
所
の
掘
り
起
こ
し
も
予

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

返
礼
品
追
加
に
向
け
て
新

た
な
事
業
者
と
の
調
整
も

図
っ
て
い
ま
す
。

問　

商
工
会
と
連
携
し
な

が
ら
進
め
て
い
く
事
は
。

企
画
財
政
課
長　

商
工
会

加
入
事
業
者
の
皆
様
な

ど
、
広
く
募
集
し
て
い
き

ま
す
。※ 広域連携ガバメント

　 クラウドファンディング
ふるさと納税を活用して、全国の
自治体が共通して抱える課題に対
し、複数自治体が連携して寄附を
募る仕組み。

森　雅哉議員
M O R I  M A S A Y A

返礼品の数も増え、年々活性化しています

つぶやき

ここ数年で本町のふる
さと納税は活性化して
います。

全国の皆様の温かい「応援」お待ちしています。

ふるさと応援寄附金

千代田町議会だより「大河」155号　令和３年７月25日発行7



地域活動に外国人の参加は

酒巻 広明議員
SAKAMAKI  H IROAKI

問　

外
国
人
の
人
口
が
増

加
傾
向
に
あ
る
が
地
域
住

民
と
の
ト
ラ
ブ
ル
や
困
り

事
は
。

総
務
課
長　

ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
で
の
不
法
投
棄
、

ご
み
出
し
日
時
や
分
別
を

守
ら
れ
て
い
な
い
と
い
っ

た
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　

３
か
国
語
で
作
成
し

た
外
国
人
向
け
の
千
代
田

ご
み
の
出
し
方
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
ど
の
よ
う
に
周

知
活
用
し
て
い
る
の
か
。

ま
た
今
後
は
。

建
設
環
境
課
長　

住
民
福

祉
課
の
窓
口
で
配
布
す
る

と
と
も
に
町
の
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
、
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
掲
示
し
て
周
知
し
て
い

ま
す
。
ま
た
今
後
は
、
外

国
人
が
住
ん
で
い
る
ア

パ
ー
ト
の
不
動
産
会
社
や

外
国
人
を
多
く
雇
っ
て
い

る
事
業
所
な
ど
に
チ
ラ
シ

を
持
参
し
、
周
知
し
て
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
を

し
て
い
き
ま
す
。

問　

町
や
地
域
の
活
動
に

外
国
人
の
方
に
も
参
加
し

て
も
ら
う
考
え
は
。

企
画
財
政
課
長　

本
町
の

人
口
の
約
４
％
、４
２
９
名

が
外
国
人
の
方
で
多
様
な

考
え
方
を
持
つ
方
が
地
域

社
会
に
参
画
し
て
も
ら
う

こ
と
は
望
ま
し
い
で
す
。

問　

語
学
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
の
選
定
や
育
成
、
活
用

等
の
考
え
は
。

総
務
課
長　

先
進
自
治
体

の
例
を
参
考
に
し
な
が

ら
、
外
国
人
が
町
民
と
し

て
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
に
努
め

ま
す
。

問　

町
制
35
周
年
事
業
は

ど
う
だ
っ
た
か
。

町
長　

多
く
の
イ
ベ
ン
ト

で
町
内
外
の
方
に
参
加
し

て
も
ら
い
関
係
人
口
、
交

流
人
口
の
増
加
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

問　

町
制
40
周
年
に
向
け

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

企
画
財
政
課
長　

こ
れ
ま

で
の
記
念
事
業
や
近
隣
の

記
念
事
業
等
の
内
容
を
見

な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
で
も

実
施
可
能
な
企
画
を
考
え
、

課
長
会
等
を
通
じ
て
町
と

し
て
の
方
針
を
決
定
し
ま

す
。

【 企画財政課長 】多様な考えを持つ方が
参画してもらうことは望ましいです

町
制
40
周
年
は

【
企
画
財
政
課
長
】　 

実
施
可
能
な
企
画
を
考
え
ま
す

ごみステーションに掲示されている外国人
向けパンフレット

つぶやき

詳しい情報は、
QRコードをご
参照ください。

多文化共生の意識を深
めることは、日本人も
外国人も、一人ひとり
が気持ちよく暮らすこ
とのできる、魅力ある
まちづくりにつながる
と考えます。
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温室効果ガス削減計画は

問　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出

量
を
本
年
度
か
ら
２
０
３

０
年
度
の
９
年
間
で
６
％

削
減
を
目
標
と
す
る
根
拠

は
。

建
設
環
境
課
長　

令
和
元

年
度
の
時
点
で
削
減
率
が

28
％
と
、
大
幅
な
削
減
と

な
り
ま
し
た
。
第
３
次
の

計
画
は
削
減
率
の
鈍
化
が

予
想
さ
れ
ま
す
が
、
過
去

の
計
画
の
数
値
を
踏
襲
し

た
形
で
、
目
標
値
と
し
て

６
％
と
設
定
し
ま
し
た
。

問　

２
０
５
０
年
度
ま
で

に
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

０
％
に
す
る
見
込
み
は
。

建
設
環
境
課
長　

職
員
が

率
先
し
て
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
削
減
に
取
組
む
こ

と
で
、
町
民
皆
様
の
意
識

の
高
揚
に
つ
な
げ
、
目
標

を
達
成
で
き
る
よ
う
努
め

ま
す
。

問　

公
共
施
設
に
太
陽
光

パ
ネ
ル
や
蓄
電
シ
ス
テ
ム

を
導
入
す
る
考
え
は
。

建
設
環
境
課
長　

町
の
財

政
状
況
を
勘
案
し
な
が
ら
、

前
向
き
に
検
討
し
ま
す
。

問　

全
二
酸
化
炭
素
排
出

量
の
約
42
％
を
教
育
施
設

が
占
め
て
い
る
要
因
は
。

建
設
環
境
課
長　

教
室
の

照
明
や
エ
ア
コ
ン
の
使
用

等
、
電
気
使
用
量
が
多
く

な
る
の
で
、
教
育
施
設
の

割
合
が
高
く
な
っ
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

問　

校
内
ク
ラ
ス
タ
ー
感

染
を
防
ぐ
空
気
清
浄
機
能

付
き
空
調
設
備
や
水
銀
灯

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
交
換
す
る
考

え
は
。

教
育
長　

全
面
的
な
設
備

更
新
は
多
額
の
費
用
を
要

す
る
こ
と
か
ら
、
財
政
状

況
も
勘
案
し
な
が
ら
計
画

的
に
対
応
し
ま
す
。

問　

国
は
２
０
３
０
年
度

の
二
酸
化
炭
素
排
出
量
を

２
０
１
３
年
度
比
で
46
％

削
減
す
る
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。
本
町
で
は
国
の
流

れ
に
、
ど
う
対
応
し
て
い

く
の
か
。

町
長　

現
時
点
で
、
国
か

ら
目
標
達
成
の
た
め
の
具

体
的
な
施
策
は
示
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。今
後
は
、国
・

県
が
連
携
し
、
よ
り
効
果

の
高
い
施
策
を
推
進
す
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
国
・

県
の
情
報
を
収
集
し
な
が

ら
対
応
し
ま
す
。

橋本 博之議員
HASHIMOTO HIROYUKI

【 建設環境課長 】目標達成のため、
職員一人ひとりが取組みます

つぶやき

詳しい情報は、QRコード
をご参照ください。

第３次地球温暖化防止実行計画書

地球は人から人へ継が
れるものです。未来の
人から苦情が来ないよ
う、きれいにして渡し
ましょう。
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福
祉
医
療
費
支
給
拡
大
の
考
え
は

【
住
民
福
祉
課
長
】　 

今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん

ひとり親家庭への生活支援策は

問　

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の

臨
時
特
別
給
付
金
の
申
請

者
数
、
現
状
と
今
後
の
取

組
み
は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

子
育

て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給

付
の
支
給
状
況
は
、
対
象

世
帯
61
世
帯
で
児
童
１
人

に
つ
き
５
万
円
、
児
童
92

名
、
支
給
総
額
４
６
０
万

円
で
す
。
な
お
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
で
収
入
が
減
少
し
、

生
活
に
困
窮
す
る
方
な
ど

に
は
社
会
福
祉
協
議
会
が

窓
口
と
な
り
、
生
活
福
祉

基
金
の
特
例
貸
付
け
の
制

度
な
ど
も
案
内
し
て
い
き

ま
す
。

問　

児
童
扶
養
手
当
、
特

別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請

者
数
、
現
状
と
今
後
の
取

組
み
は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

児
童

扶
養
手
当
受
給
資
格
者
数

は
、
令
和
元
年
度
88
名
、

２
年
度
80
名
で
す
。一
方
、

特
別
児
童
扶
養
手
当
受
給

資
格
者
数
は
、
令
和
元
年

度
12
名
、
２
年
度
13
名
で

す
。
今
後
の
取
組
み
は
、

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
子

育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別

給
付
金
事
業
で
、
児
童
１

人
に
つ
き
５
万
円
を
１
８

９
名
分
、
総
額
９
４
５
万

円
の
給
付
金
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

問　

子
ど
も
の
福
祉
医
療

費
支
給
拡
大
の
考
え
は
。

住
民
福
祉
課
長　

子
ど
も

の
対
象
範
囲
を
所
得
制
限

な
く
、
平
成
20
年
４
月
よ

り
中
学
校
卒
業
ま
で
、
ま

た
、
平
成
29
年
４
月
か
ら

は
、
町
単
独
制
度
と
し
て

高
校
世
代
の
入
院
費
用
に

つ
い
て
も
対
象
の
範
囲
に

拡
大
し
て
、
既
に
医
療
費

助
成
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
県
内
で
も
導
入
さ
れ

た
の
が
早
く
、
本
町
の
福

祉
医
療
制
度
は
充
実
し
て

い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、支
給
対
象
範
囲
の

拡
大
は
、
今
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
。

小林 正明議員
KOBAYASHI MASAAKI

【 健康子ども課長 】児童１人につき５万円を支給しました

子どもたちに確かな支援を

つぶやき

新型コロナウイルスの
影響は深刻です。生活
に苦慮している家庭へ
の支援がしっかり届き
ますように！
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今年の防災訓練は

問　

自
然
災
害
に
よ
る
死

者
ゼ
ロ
宣
言
を
受
け
て
、

今
年
の
防
災
訓
練
は
コ
ロ

ナ
の
状
況
も
踏
ま
え
ど
の

よ
う
に
す
る
予
定
か
。

町
長　

コ
ロ
ナ
対
策
に
よ

り
、
初
の
取
組
み
と
し
て

防
災
行
政
無
線
か
ら
の
サ

イ
レ
ン
を
合
図
に
、
参
加

希
望
の
町
民
の
方
が
、
一

斉
に
安
全
確
保
の
行
動
を

と
る
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓

練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

問　

新
橋
建
設
が
県
土
整

備
プ
ラ
ン
で
災
害
対
策
と

い
う
位
置
づ
け
に
な
っ
た
。

自
然
災
害
に
よ
る
死
者
ゼ

ロ
を
目
指
す
こ
と
に
よ
り
、

新
橋
建
設
の
促
進
が
有
効

に
な
る
と
思
う
が
。

町
長　

以
前
と
違
い
広
域

避
難
と
緊
急
輸
送
の
新
橋

と
し
て
位
置
づ
け
を
し
て

い
き
ま
す
。

問　

温
室
効
果
ガ
ス
排
出

ゼ
ロ
と
災
害
時
の
停
電
ゼ

ロ
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、

町
民
向
け
に
蓄
電
池
の
補

助
金
を
、
事
業
者
向
け
に

太
陽
光
発
電
の
優
遇
策
を

設
け
る
考
え
は
あ
る
か
。

町
長　

家
庭
用
蓄
電
池
は

創
設
に
向
け
検
討
し
ま
す
。

事
業
者
向
け
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
は
千
代
田
第
二

工
業
団
地
内
と
ふ
れ
あ
い

タ
ウ
ン
ち
よ
だ
の
近
隣
商

業
地
内
に
限
り
奨
励
金
が

あ
り
ま
す
。
今
後
、
町
の

財
政
状
況
を
勘
案
し
な
が

ら
検
討
し
ま
す
。

問　

災
害
時
に
優
先
復
旧

箇
所
な
ど
電
力
会
社
と
の

取
り
決
め
は
。

町
長　

町
の
各
種
重
要
施

設
の
電
力
供
給
場
所
の
特

定
番
号
を
認
識
し
て
確
実

な
電
力
供
給
が
で
き
る
よ

う
に
連
携
し
て
い
ま
す
。

問　

町
が
行
う
食
品
ロ
ス

の
対
策
と
し
て
学
校
給
食

の
残
飯
が
考
え
ら
れ
る

が
。

教
育
長　

調
査
等
で
嗜
好

を
把
握
し
、
食
品
の
組
合

せ
や
調
理
方
法
の
改
善
を

図
り
な
が
ら
、
残
飯
を
減

ら
せ
る
よ
う
に
取
組
ん
で

い
き
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
で
行
き
場
を

失
っ
た
地
場
産
野
菜
が
あ

る
な
ら
、
よ
り
一
層
給
食

で
使
用
し
た
ら
ど
う
か
。

教
育
長　

現
在
の
使
用
割

合
は
約
18
・
３
％
で
す
。

今
後
も
で
き
る
だ
け
多
く

使
用
し
て
い
き
ま
す
。

【 町長 】シェイクアウト訓練を予定しています

橋本 和之議員
HASHIMOTO KAZUYUKI

残さず食べて食品ロスを無くしましょう

つぶやき

５つのゼロ宣言は国や
県と歩調を合わせなが
らも、本町ならではの
施策を取入れ、ぜひ結
果の出る取組みを。
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イベントの開催は

金子 浩二議員
K A N E K O  K O U J I

【 町長 】適切な実施方法など、総合的な判断をします

問　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
等

開
催
の
考
え
は
。

町
長　

実
施
時
期
や
実
施

方
法
な
ど
、
誰
も
が
安
心

し
て
参
加
で
き
る
た
め
に

関
係
機
関
と
十
分
な
検
討

協
議
を
重
ね
、
判
断
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

問　

新
た
な
イ
ベ
ン
ト
の

考
え
は
。

町
長　
体
験
型
の
文
化
祭
、

産
業
祭
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ

ン
ト
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
ま
す
。

問　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

収
束
し
て
か
ら
の
イ
ベ
ン

ト
の
あ
り
方
は
。

町
長　

収
束
し
た
際
に
は

今
ま
で
と
違
っ
た
形
も
含

め
た
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て

い
こ
う
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
す
る
考
え
は
。

町
長　

将
来
的
に
は
ス
リ

ム
な
組
織
運
営
や
財
政
運

営
が
必
須
で
あ
り
、
民
間

事
業
者
の
活
力
を
町
の
事

業
に
有
効
に
活
用
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。

問　

総
合
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
の
運
用
、
コ
ス
ト
の

削
減
は
。

健
康
子
ど
も
課
長　

健
康

子
ど
も
課
と
住
民
福
祉
課

の
２
つ
の
課
が
施
設
内
に

事
務
所
を
移
し
、
創
意
工

夫
し
、
施
設
運
営
の
コ
ス

ト
削
減
に
向
け
た
運
用
と

施
設
管
理
の
担
当
職
員
の

合
理
化
も
進
め
て
い
く
こ

と
で
、
人
件
費
を
含
め
た

経
常
経
費
の
削
減
も
積
極

的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　

基
金
の
運
用
は
。

税
務
会
計
課
長　

安
全
性

を
最
優
先
に
考
え
、
運
用

を
行
う
と
と
も
に
、
定
期

預
金
の
比
率
が
大
き
い
こ

と
か
ら
、
定
期
預
金
の
ほ

か
に
効
率
的
な
運
用
方
法

が
な
い
か
検
討
を
行
い
、

歳
入
を
確
保
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

今
後
の
行
財
政
運
営
は

【
町
長
】　 

民
間
事
業
者
の
活
力
を
有
効
に
活

用
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

川せがきの花火

つぶやき

●町の基金
基　金 積立残高

財政調整基金 12億3,887万円
減債基金 3億0,160万円
その他目的基金 8億5,063万円

イベントの再開を望ん
でいます。
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支援計画を策定すべきでは

【 住民福祉課長 】必要な対策を取っていきます

大澤 成樹議員
O S A W A  N A R U K I

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に

つ
い
て
、
町
の
認
識
と
現

状
は
。

住
民
福
祉
課
長　

自
由
な

時
間
が
取
れ
ず
、
学
業
や

進
路
に
影
響
を
及
ぼ
す
だ

け
で
な
く
、
健
全
な
発
育

や
人
間
関
係
の
構
築
を
阻

む
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、

支
援
に
つ
な
げ
る
必
要
が

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
現
状
に
つ
い
て
は

特
に
報
告
例
は
あ
り
ま
せ

ん
。

問　

相
談
体
制
と
件
数

は
。

住
民
福
祉
課
長　

改
め
て

整
備
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

関
係
各
分
野
の
担
当
が
連

携
を
図
り
な
が
ら
必
要
な

支
援
に
つ
な
げ
て
い
く
体

制
は
で
き
て
い
ま
す
。
ま

た
、
子
供
の
相
談
事
例
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問　

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
並

び
に
ケ
ア
ラ
ー
の
支
援
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
。

住
民
福
祉
課
長　

国
や
県

の
動
向
を
し
っ
か
り
見
極

め
、
方
針
に
沿
っ
て
必
要

な
対
策
を
取
っ
て
い
き
ま

す
。

問　

薬
剤
樹
幹
注
入
の
効

果
は
。

産
業
観
光
課
長　

フ
ラ
ス

の
発
生
状
態
を
確
認
す
る

と
改
善
が
見
ら
れ
て
お
り

効
果
は
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

問　

中
島
桜
並
木
の
対
応

は
。

建
設
環
境
課
長　

地
元
の

皆
様
と
連
携
協
議
を
図
り

な
が
ら
可
能
で
あ
れ
ば
台

風
シ
ー
ズ
ン
前
に
枯
損
木

の
伐
倒
を
実
施
し
ま
す
。

問　

出
生
・
結
婚
、
卒
業

記
念
等
、
記
念
植
樹
を
通

じ
て
町
民
総
参
加
の
緑
化

推
進
を
図
っ
て
は
。

町
長　

植
樹
本
数
や
敷
地

の
広
さ
に
も
限
り
が
あ
り

維
持
管
理
も
必
要
と
な
り

ま
す
。
施
設
の
事
情
や
意

向
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

問　

植
木
の
里
千
代
田
を

Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
オ
ブ

ジ
ェ
（
大
日
集
会
所
脇
）

を
移
設
し
た
ほ
う
が
効
果

的
で
は
。

町
長　

設
置
後
、
約
31
年

が
経
過
し
部
分
的
に
腐
食

し
て
お
り
移
設
は
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
色
を

変
え
る
等
、
創
意
工
夫
し

て
い
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。

中
島
桜
並
木
の
対
応
は

【
建
設
環
境
課
長
】　 

伐
倒
を
実
施
し
ま
す

枯死が進む桜並木

つぶやき

家族へのケアが、人生の
枷
かせ

になっていませんか。
もっと知ってください
「ヤングケアラー」の
現状を。
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　千代田町、館林市、明和町、板倉町の１市３町か
ら排出されるし尿の処理を行う「館林環境センター」
は平成２年10月に供用を開始し、築31年が経過し
ました。そのため施設の老朽化に伴う設備の更新が
急務となり、令和３年度から４年度にかけ設備の改
良工事を実施しています。
　今回の視察により、更新工事で汚泥の乾燥焼却を
民間の再資源化施設で行うことにより、二酸化炭素

の排出を抑え環境に配慮した施設を目指しているこ
とが確認できました。
　生活を営む上でなくてはならない施設ということ
を再認識するとともに持続可能な施設運営が構築さ
れていると感じました。

原口 剛　記

環境にやさしい施設へと設備更新

総務産業常任委員会
令和３年６月16日実施
場所：館林環境センター
　　　（館林市赤生田町）

生きていく上で必要
な「し尿施設」にご
理解を。

大谷

５Sが行き届いてお
り、施設を大事に使
われていました。

原口

地域の公衆衛生、清
潔環境の向上は生活
の原点です。

小林

長寿命化に向け、浄
化槽の定期的な保守
点検と清掃を。

大澤

環境センターは、安
全で衛生的なトイレ
を守っています。

金子

し尿処理の施設で初
めて研修することが
できました。

柿沼

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

説明を受ける議員

し尿処理施設
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　大規模工事を承認した議会として現場の状況を確
認するため視察を行いました。
　工事の進捗は約50％でしたが、屋内へ入ると以
前より間取り等も、大きく改修されているのがわか
りました。
　特に、健康診断ではバスが屋根の下に止められる
ようになり、日差しの強い日や雨天の日でも不自由
なく受診でき、また、待合室や駐車場も広く、受診
率の向上につながればと感じました。
　そして、今後は町民にとって健康・子育て・福祉

の要の施設になることを期待します。
総合保健福祉センター改修増築工事
・延べ床面積　2682.04㎡（約813坪）
・工事金額　３億4,100万円（内消費税3,100万円）
総合保健福祉センター北側駐車場造成工事
・造成面積　約8,600㎡（約2,600坪　車305台）
・工事金額　4,532万円（内消費税412万円）
・用地購入金額　2,502万６千円
 髙橋 祐二　記

改修増築工事・北側駐車場造成工事の進捗状況を確認

視察レポート
文教民生常任委員会 令和３年６月16日実施

場所： 総合保健福祉センター

多世代の方が世代を
超えてふれあい交流
できる憩いの場。

酒巻

町民の皆様にとって
便利な施設になるこ
とを期待します。

橋本博之

今年の夏も猛暑予定
安全第一で工事を！

髙橋

順調に進む増改築
更なる住民サービス
の向上に期待します。

川田

利便性を考慮した設
計なので、完成が楽
しみです。

森

工事完成後の賑わい
と使用感のイメージ
ができました。

 橋本和之

視察を終えて議員の一言視察を終えて議員の一言

順調に進む駐車場工事総合保健福祉センター（イメージ）
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総務産業常任委員会総務産業常任委員会
総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課総務課／企画財政課／産業観光課／建設環境課／都市整備課
開催日：令和３年６月７日開催日：令和３年６月７日

大谷 純一（委員長）
原口　 剛（副委員長）
小林 正明
大澤 成樹
金子 浩二

　

岸
さ
ん
は
現
在
、『
警
視
庁

ゼ
ロ
係
』
に
出
演
中
で
自
身

の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
等
を
使

用
し
町
で
の
ロ
ケ
風
景
を
発

信
予
定
。
ま
た
、
町
公
式
Ｙ

ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
に
て
Ｐ
Ｒ
動

画
も
配
信
予
定
。

問
選
考
し
た
理
由
は
。

答
岸
さ
ん
は
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
55
万
人
。

ツ
イ
ッ
タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー

23
万
人
を
抱
え
て
お
り
、
特

に
若
い
人
に
本
町
の
魅
力
を

Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
い
う

理
由
か
ら
で
す
。

意
見
交
換

今
後
の
道
路
維
持
の
考

え
方
に
つ
い
て

町
道
に
つ
い
て

執
行
部
町
道
に
つ
い
て
は

行
政
区
長
か
ら
の
要
望
に
よ

り
、
緊
急
性
と
予
算
を
考
慮

し
つ
つ
優
先
順
位
を
決
め
て

補
修
を
し
て
い
き
ま
す
。

議
員
行
政
区
に
属
し
て

い
な
い
『
昭
和
』
の
町
道
が

傷
ん
で
い
る
が
。

執
行
部
現
地
を
確
認
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

議
員
ジ
ョ
イ
フ
ル
本
田

西
側
の
県
道
が
傷
ん
で
い
る

が
。執行

部
館
林
土
木
事
務
所

に
要
望
し
ま
す
。

議
員
車
の
ワ
ダ
チ
部
分

に
マ
ン
ホ
ー
ル
が
あ
る
と
振

動
の
原
因
に
な
る
が
、
下
水

道
工
事
と
し
て
止
む
を
得
な

い
の
か
。

執
行
部
今
は
タ
イ
ヤ
が
乗

ら
な
い
所
に
計
画
し
て
い
ま

す
。

所
管
と
の
質
疑

町
の
Ｐ
Ｒ
動
画
に
女
優
・

タ
レ
ン
ト
の
岸き

し

明あ

日す

香か

さ
ん

問
明
和
町
の
『
も
っ
た
い

な
い
館
』
の
よ
う
な
施
設
設

置
の
進
捗
は
。

答
遅
く
て
も
来
年
度
中
、

早
け
れ
ば
今
年
中
に
ス
タ
ー

ト
さ
せ
ま
す
。

ご
み
分
別
ア
プ
リ

運
用
開
始

　

現
在
は
日
本
語
版
の
み
の

対
応
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

外
国
版
に
も
対
応
し
て
い
く

予
定
で
す
。

問
ス
マ
ホ
が
使
え
な
い
高

齢
者
に
対
し
て
の
対
応
は
。

答
職
員
が
使
い
方
の
対
応

を
し
ま
す
。

問
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今

後
の
飲
食
店
の
支
援
策
は
。

答
以
前
の
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
は
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る

と
割
引
券
と
し
て
使
用
で
き

ま
し
た
が
、
第
２
弾
は
使
用

後
に
更
に
応
募
し
て
も
ら
う

と
抽
選
で
約
１
０
０
名
に
景

品
が
当
た
り
ま
す
。

町
の
入
札
結
果
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

問
最
近
は
町
の
広
報
に
入

札
結
果
が
載
っ
て
い
な
い

が
。

答
紙
面
の
都
合
も
あ
り
、

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

資
源
物
の
分
別
回
収
拠

点
を
来
年
度
中
に

飲
食
店
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

第
２
弾
は
抽
選
で
景
品
も

県
道
に
つ
い
て

本町の魅力発信に期待！
女優・タレントの岸明日香さん

持続的な補修・改良が課題となる町道
（昭和公園付近）

千代田町ホームページ
⬇

千代田町お役立ち情報
⬇

組織から探す
⬇

企画財政課
⬇

財政係
⬇

入札結果の公表
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文教民生常任委員会文教民生常任委員会
税務会計課／住民福祉課／健康子ども課／教育委員会税務会計課／住民福祉課／健康子ども課／教育委員会
開催日：令和３年６月７日開催日：令和３年６月７日

酒巻 広明（委員長）
橋本 博之（副委員長）
髙橋 祐二
川田 延明
森　 雅哉
橋本 和之

に
ぎ
わ
い
を
待
つ

陽
だ
ま
り
交
流
館

問
陽
だ
ま
り
交
流
館
の
利

用
状
況
は
。

答
年
間
事
業
計
画
を
作
成

し
活
動
を
図
る
つ
も
り
で
し

た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
蔓
延
防
止
の
観
点
か
ら
中

止
に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
注
意
し
つ
つ
利
用
を
再
開

し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
に
関
す
る

傷
病
手
当
金
が
延
長

問
傷
病
手
当
の
対
象
は
。

答
本
町
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
い
れ
ば
対
象
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
適
用
期

間
を
６
月
30
日
か
ら
９
月
30

日
ま
で
延
長
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
申
請
し
ま
し
ょ
う

問
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業

で
カ
ー
ド
取
得
者
の
増
加
を

図
っ
た
が
効
果
は
。

答
４
月
末
現
在
で
取
得
率

23
・
１
％
ま
で
伸
び
た
が
県

平
均
を
超
え
る
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。
今
後
は
町

の
事
業
で
出
張
窓
口
を
開
設

し
普
及
促
進
を
図
り
ま
す
。

徹
底
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

問
学
校
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
は
。

答
健
康
観
察
カ
ー
ド
を
毎

朝
、
担
任
が
確
認
し
て
か
ら

教
室
に
入
室
さ
せ
て
い
ま
す
。

教
室
の
席
を
１
ｍ
間
隔
に
空

け
、
窓
を
少
し
開
け
て
換
気

を
す
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
給
食
時
は
、

前
を
向
い
て
黙
食
を
す
る
よ

う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。

意
見
交
換

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
つ
い
て

議
員
ワ
ク
チ
ン
投
与
す

る
医
師
は
。

執
行
部
７
月
末
の
65
歳
以

上
の
ワ
ク
チ
ン
投
与
を
予
約

し
た
方
に
対
し
て
は
確
保
し

て
い
る
が
、
８
月
か
ら
始
ま

る
16
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
、
本
町
に
て
希
望
す
る

方
に
対
し
て
は
、
１
市
５
町

で
連
携
を
図
り
医
師
会
等
と

協
議
し
、体
制
を
整
え
ま
す
。

真し
ん
し

に
対
応
す
る

役
場
職
員

議
員
問
合
せ
が
多
い
と

聞
い
た
が
対
応
に
問
題
は
。

執
行
部
今
回
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
受
付
に
対
し
て
は
問

合
せ
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
が
、

一
件
一
件
丁
寧
に
説
明
す
る

こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。ま
た
、寄
せ
ら
れ
た
助

言
を
参
考
に
次
回
以
降
よ
り

良
い
体
制
に
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
本
町
で
は
、
現
在
で

も
65
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
受
付
て
い
ま
す
。

こ
の
勢
い
を
止
め
る
こ
と
な

く
、
16
歳
以
上
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
に
移
行
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
国
の
明
確
な
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
が
示
さ
れ
て
い

な
い
状
況
で
暗
中
模
索
し
て

い
る
の
が
現
況
で
す
が
、
職

員
が
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
の

課
題
に
取
組
み
、
11
月
末
に

は
希
望
者
の
接
種
を
完
了
さ

せ
ま
す
。

所
管
と
の
質
疑

課
題
の
多
い
医
師
の
確
保

ワクチン接種を行う保健センター内

再開を待つ陽だまり交流館
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発
行

発
行
／
千
代
田
町
議
会
　
発
行
者
／
議
会
議
長
  柿
沼
己

編
集
／
議
会
広
報
編
集
委
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会

〒
370-0598　

群
馬
県
邑
楽
郡
千
代
田
町
大
字
赤
岩
1895-1

TEL／
0276-86-2111（

代
）

議会を傍聴しませんか？
次回の定例会は、９月８日水～９月17日金の予定です

（一般質問は初日の午前９時からです）

Vol.5
将来を担う若者達

に聞きました！

議会広報編集委員会
委
員
長

大
澤　

成
樹

副
委
員
長

金
子　

浩
二

委

員

森　
　

雅
哉

委

員

大
谷　

純
一

委

員

橋
本　

和
之

委

員

酒
巻　

広
明

委

員

原
口　
　

剛

委

員

橋
本　

博
之

今号の表紙
～利根川から栄光を目指して～
　上五箇でひたむきにカヌーに取組む西邑楽高校と館林
商工高校カヌー部の生徒達がいます。今年もインターハ
イや国体選手が生まれました。
　四季折々の光と風を受け、一漕ぎ一漕ぎに心を込めて、
弾ける笑顔で世界に羽ばたく日を夢見ています。

議会だよりに掲載された写真を無料で差し上げます。
詳しくは議会事務局まで　☎（86）7009

❶子ども議会での経験を経て今は？
❷その後の３年で千代田町はどう変わりましたか？
❸今後、千代田町に期待することは？

将来の夢は「地方公務員」
 地域に貢献したいから。

❶人前に立って何かをすること
に意欲的になれた。
❷目立った変化はなく、安心し
て暮らせている。
❸より快適に暮らせるように公
共交通機関の充実。

将来の夢は「警察官」
 地域貢献、社会貢献して人の役に立ちたいから。

❶人前で発言をする時は論理
的に説明し、思察するように
なった。
❷運転免許がない高齢者の買い
物バスツアーができた。
❸「千代田と言ったらこれ！」
という特産物などを広め、若
い人が増えたらいいなと思い
ます。

将来の夢は「高校で学んだことを
活かせる仕事」

 商業を学んだから。
❶自分の意見を相手に上手く伝
えられるよう意識するように
なりました。
❷街灯を増やしてほしいと訴え
ました。部活から帰ってくる
時、とても暗くて怖いです。
暗い所には、街灯を増やして、
犯罪を未然に防いでほしいで
す。
❸コロナが落ち着いたら、色々なイベントをやっ
てほしいです。

「子ども議会」参加者
　「将来を担う若者達」は、３年前に実施した「子ど
も議会」に参加した皆様をご紹介します。
　今回は、12人の内の３人にご協力をいただきました。

伊
い

藤
とう

  一
かず

希
き
さん

（赤岩在住）

関
せき

根
ね

  柊
しゅう

磨
ま
さん

（上中森在住）

川
かわ

上
かみ

  翔
しょう

貴
き
さん

（赤岩在住）

会議録は町のホームページからご覧になれます
本号に取材協力いただきました皆様、ありがとうございました。

あなたの声で
議会が変わる 　読んでもらえる議会だより「大河」を目指して、広報編集

委員会が議会だよりの作成に取組んでいます。これから
も町民の声を聴き、大河で届けていきます。町内で議員の
インタビューを見かけたら、ご協力よろしくお願いします。

あなたの声を
ご意見・ご感想
どんなことでも

議会を傍聴される方への注意事項
・手洗いや手指消毒液の使用
・マスクの着用
　なお、次のような症状がある場
合は、入場をお断りすることがあ
ります。
・風邪の症状がある。
・37.5度以上の発熱がある。
・咳が出る。

Q&A
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